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幼児の生活リズム向上戦略と健全育成システムの構築(IV)
ー幼穂欝児の午後あそびの実態と基本的生活習環づくりを行うよでの課題一
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はじめ iこ

早稲田大学前橋研究室では、心身ともに健康で、生き生きとした子どもたちの暮らしづく

りのために、幼児の生活実態の全国調査J)を通して、調査地の子どもたちの抱える問題点

を把握し、あわせて、行政や保育・教育団体に生活課題や問題の改善策を提示している。

本報告では、2005年から 2007年に行った調査結果から、近年の幼稚園児の生活実態と、

あわせて午後あそびの内容ゃあそび場所を、四季ごとに把握することとした。そして、子

育てや保育、教育ならびに健康福祉活動に寄与すべき知見を検討し、整理することとしたο

方法

2005"-'2007年に、幼児の生活実態調査 J)を、北梅道・秋田県・福島祭・千葉集・埼玉県・

東京都・務部祭・岐阜県・大叛府・兵庫県・鳥取県・島根県・岡山県・広島県・香川県・

高知県・沖縄県の幼稚閣に通う 5・6歳児6，905名(男児3，510名・女児3，395名)の保

護者を対象に実施した。調査の内容は、夕食開始時刻、就寝時刻、睡眠時鶴、起床時刻、

朝食開始時刻、通関のために家を出る時刻、降閤後の外あそび時閥、降園後に子どもたち

がよく行うあそびの内容、降関後に子どもたちがよく利用するあそび場などで、あった。

結果

1 .生活実態調査結果

幼稚園児の生活時間の平均値を、性別に表1に示した。また、就寝時刻の人数割合を図

1に、夜間の睡眠時間の人数割合を鴎21こ、朝食摂取状況を図3に、輯の排便状況を図4

にそれぞれ示した。

2. 生活要因棺互の関連性

本調査における幼児全体の生活時間相互の関連性を性別に分析し、 1%水準で有意なも

ので、かっ、相関係数(r)が10.31以上のものを抜粋すると男児においては「夕食開始が遅
いと就寝が遅い(r=O.416) J 、f就寝が遅いと起床がi屋く(r=0.41O)、朝食開始が遅い

(r=0.359)J 、「起床が遅いと朝食開始が遅い(r=0.837)Jとなった(図5-1)。

また、友児においては、 f夕食開始が遅いと就寝が遅い(r=0.447)J、f就寝が遅いと起床

が避く (r=0.417)朝食が遅い(r=0.382)J、「起床が遅いと朝食開始が遅い(r=0.848)J、「朝食

開始が遅いと通闘のために家を出る時期が遅い(r=O.332) jであった(儲5-2)。

3.帰宅後の外あそび内容とあそび場

帰宅後のあそびの内容において、男児では冬を除いて、「テレビ・どデオ視聴jが最も多

く、次いで「お絵かきjや「自転車Jrブ、ロックあそびjが多かった(表2-1)。
また、女兇では、季節を関わず「お絵かきjが第1位であり、 fテレビ・ビデオ視聴jや

f自転車Jrままごとjが続いた(表2 2)。
帰宅後のあそび場所では、男女ともに、季節を問わず f家の中jで遊ぶ子どもが最も多

かった(表3 1、表3 2)。また、男女ともに秋を除いて、「公龍」が2番目に多かった。

考察

男女ともに、夕食開始時刻の遅れから、平均就寝時刻jが21時を過ぎており、幼児にとっ
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j験位 参加=751) )[(N=785) 秋(N=1323) 冬(N=650)

1位 テレビ，ビデオ(58.9弘) テレビ・ビデオ(37.8%) テレビ・ピヂオ(49.3唱) ブロックあそび(53.7覧)

2俊 お絵かき(31.2弘) 自転車(39.7%) 自転車(32.7覧) テレピ・ピデオ(50.3も)

3依 ブロックあそび(25.8首) ブロックあそび(30.3弘) ブロックあそび(27.9首) テレビゲーム(31.7覧)

4位 自転事(25.7指) テレどゲーム(24.6覧) お絵かき(26.2喝) お絵かき(29.4覧)

5位 ヒーローごっこ(24.9覧) ヒーローごっこ(24.3'九) テレビゲーム(24.0弘) 自転議(23.8覧)

〔護手 3月-5J宅，夏:6月-8F!，秋:9月-11J寺，冬 12 F!-2月〕

表2-2幼稚趨5・6歳の帰宅後のあそび(季節別:女史)

媛伎 参(N=698) 夏(N=828) 秋(N=1243) 冬(N詰 625)

1位 お絵かき(72.2弘) お絵かき(72.2首) お絵かき(59.4%) お絵かき(77.6詰)

2位 テレビ・ビデオ(49.7克) 自転豪(397先) テレど・どデオ筏聴(42.6発) テレビ・ビデオ(38.7覧)

3依 ままごと(36.8覧) ままごと(36.2弘) ままごと(36.0弘) 絵本・本読み(350覧)

4位 絵ヨド・本読み(32.7弘) テレビ・どデオ(30.7喝) 自転車襲(29.6覧) ブロックあそび(28.0%)

5伎 折り紙(19.9也) 折り紙(27.5首) 絵本・本読み(25.3覧) 人形あそび(23.4覧)

〔毒事 3月-5F!， )[:6月-8F!，秋:9月-11F!，冬:12月-2月〕

表3-1 幼稚轡5・6織の帰宅後のあそび場(季節5JIJ:男児)

闘車佼 春(N=751) 裏側=785) 秋(N=1323) 冬(N=650)

1位 家の中(83.1覧) 家の，*，(83.1拡) 家の中(88.4覧) 2震の中(93.2弘)

2位 公園(52.1弘) 公園(54.6首) 宮家の穫(52.2弘) 公濁(55.8私)

3位 家の経(30.4%) 友人の家(40.5弘) 友人の家(51.2弘) 友人の家(39.2覧)

4位 友人の家(24.2首) 家の庭(38.5覧) 公園(42.2首) 家の蕊(28.0弘)

5位 団地の廊下(10.1紛 道路(17.7現) 道総(18.4弘) 道路(12.5弘)

〔春:3F!-5F!，夏。6F!-8月，秋:9月-11F!，冬:12F!-2F!J 

表3-2幼稔鴎5・6織の帰宅後のあそび場(季節男1]:女児)

験伎 務(N=698) 変(N=828) 秋(N詰 1243) 冬(N=625)

1位 家の'*'(87.8弘) 言宗の中(87.4弘) 家の中(90.9唱) 家のゆ(94.2覧)

2位 公頭(50.3也) 公濁(51.1覧) 友人の家(55.8%) 公癒(48.3弘)

3佼 家の居室(33.0覧) 友人の家(47.倒) 家の庭(53.9首) 友人の家(38.2喝)

4伎 友人の家(27.5略) 家の庭(39.9首) 公邸(39.3覧) 宮家の縫(31.7%)

5佼 団地の廊下(10.6首) 道路(16.2覧) 道路(15.9覧) 道路(11.4%)

〔春ー3J寺-5F!， 夏:6月-8月，秋:9F!-11Fl.冬 12F!-2F!J 
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て必要といわれる 10時間以上の睡眠2)が確保できていないことや、戸外でのタトあそび時

間が1時間程度と短いことから、子どもの生活のますますの夜型化が懸念された。

また、生活要閣相互の関連性から、男女ともに、夕食開始時刻の遅れが就寝時刻を運ら

せている誘因となっていることを確認したため、夕食開始時刻を少しでも早める知恵集め

3)や、夜型生活から生活リズムを改善する外あそびの奨励4)が必要ではないだろうか。

そこで、帰宅後、実際に行われているあそび内容を確認するため、寄せられた回答の上

位5つをみると、し、ずれの季節においても、男児においては、 fヒーローご、っこjを除いて、

女児では全てにおいて、身体活動量の少ないあそびや対物的なあそびが多かったことから、

夜間にぐっすり休むための心地よい疲労感が得られないことや、あわせて、人と関わるこ

とで身につく社会性や協調性が育ちにくいのではないかと懸念された。

とくに、過度の「テレビ・ビデオ視聴j は、子どもたちの健全育成を組2ぎする恐れがあ

るため、保護者は fながらでテレビをつけておかなし、Jことや、 fテレビ・ビデオ視聴に関

する約束事を家躍で作る」等、家癒においてルールづくりをすることの重要性を感じた。

遊ぶ場所では、 f家のやJが男女ともに上位で、あったことから、戸外で入と関わって遊ぶ

ことの大切さや運動の楽しさを子どもたちにしっかりと味わわせ、新たな発見や気づきに

よる感動体験をしっかりもたせていきたいと考えた。また、 f公園jは、男女ともに秋を除

いて2番目に多かったことから、行政や保育・教育団体、地域、家庭などが、今日作られ

ている f公園jの有効利用を促す工夫をしていくことが求められているといえよう。とく

に、秋においては「公園Jでのあそびが少なくなることから、紅葉や激策・探検といった、

季舗を味わう活動ゃあそびを子どもたちにもっと教えてあげたい。

今日の子どものあそび内容やあそびの場は、健康的な生活習慣づくりと人間性豊かな育

ちにとって、必ずしも良い方向に向かっているとは言えない実態が示され、懸念された。

まとめ

幼稚園の5・6歳児6，905名の保護者を対象に、子どもの生活習墳と午後あそびに関す

る調交を行い、分析を加えた結果、(1)男女ともに就寝時刻が 21時以降であり、睡眠時間

も10持関未満であった。また、降間後の外あそび時間が 1時間5分前後と短かった。 (2)

帰宅後のあそびの内容において、男児では冬を除いて、「テレビ・ビデオ視聴jが最も多く、

女児では季節を問わず fお絵かきjが多かった。 (3)帰宅後のあそび場所については、男

女ともに、季節を問わず「家の中j で遊ぶ子が最も多かった。 (4)子どもたちのあそびの

内容ゃあそび場をみると、今後、教師や保護者が子どもたちへあそびを伝承していくこと

が大いに求められるとともに、子どもたちが遊びたくなるあそび環境を整備するといった、

行政や地域、家庭が協力して、子どものあそび空間を整えていく必要性があろう。
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